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鶏
肉
や
鶏
卵
の
安
全
性
に
つ
い
て

　

熊
本
県
内
で
４
月
13
日
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、国
は
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
鶏
肉

や
鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
に

感
染
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
安
心
し
て
お

召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
た
農
場
は
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
時
点
か
ら
既
に
鶏
等
の

移
動
を
制
限
し
て
お
り
、
ま
た
、
発
生

し
た
場
所
か
ら
半
径
３
キ
ロ
以
内
の
区

域
で
は
出
荷
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
感
染
し
た
鶏
肉
や
鶏
卵
は
市

場
に
流
通
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
通
常
、
鶏
肉
、
鶏
卵
は
、
流

通
前
に
洗
浄
、
消
毒
な
ど
が
行
わ
れ
て

お
り
、
国
内
で
流
通
し
て
い
る
鶏
肉
や

鶏
卵
は
安
全
で
す
。

　
問
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課　
　
　
　

　

０
９
６
ー
３
３
３
ー
２
２
４
８

　

元
町
議
会
議
員
の
髙
野
香
さ
ん
が
旭
日
単

光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）
を
受
章
さ
れ
、
３
月

27
日
に
北
里
耕
亮
町
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

 　

髙
野
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
か
ら
4
期
、

町
の
発
展
、
住
民
福
祉
の
充
実
に
尽
力
。
特

に
、
昭
和
58
年
５
月
９
日
か
ら
６
年
２
ヶ
月

間
、
小
国
町
議
会
副
議
長
を
務
め
た
ほ
か
、

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
の
要
職
を
務

め
、
議
会
や
町
政
の
発
展
に
尽
力
し
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

高
野
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

3
月
7
日
に
選
定
さ
れ
た
、
環
境
モ
デ
ル

都
市
選
定
証
授
与
式
が
4
月
14
日
に
総
務
省

で
あ
り
、
伊
藤
忠
彦
政
務
官
か
ら
選
定
証
書

を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
に
始
ま
っ
た
こ
の
制
度
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
先
導
的
な
取
り
組
み
を
行

う
都
市
を
選
定
し
、
国
内
・
国
外
へ
と
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
普
及
し
、
地
球
全
体
の
地

球
温
暖
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
回
選
定
さ
れ
た
の
は
、
小
国
町
、
北
海

道
ニ
セ
コ
町
、奈
良
県
生
駒
市
の
3
都
市
で
、

こ
れ
か
ら
こ
の
３
都
市
は
環
境
に
配
慮
し
た

町
づ
く
り
を
行
い
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
国
町
は
、
地
熱
と
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
か

し
た
農
林
業
タ
ウ
ン
構
想
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
農
林
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
り
、
地
域
活
性
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

3
月
28
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
防

災
、
減
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
講
師
に
熊

本
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科　

北
園
芳

人
教
授
を
招
き
、『
自
主
防
災
組
織
と
防
災

情
報
』
講
演
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
主

防
災
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
中
心
に
約
70
名
が
参

加
し
、
自
主
防
災
組
織
（
共
助
）
の
重
要
性

や
リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
、
防
災
情
報
の
自
主

的
な
入
手
方
法
な
ど
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

大
切
な
こ
と
は
「
災
害
に
関
す
る
情
報
が

色
々
あ
る
と
い
う
こ
と
を
住
民
に
知
っ
て
も

ら
い
、
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
意
識
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
、
早
め
の
避
難
（
予
防
的

避
難
）
が
大
事
で
あ
る
。」
と
話
さ
れ
、
参

加
者
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

環
境
モ
デ
ル
都
市
選
定
証
書
授
与

　
旭
日
単
光
章
受
章

 
　
　 

髙
　
野
　
香
　
さ
　
ん

小
国
町
防
災
講
演
会
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4
月
13
日
、
消
防
団
員
初
任
科
訓
練

が
南
小
国
町
消
防
団
と
合
同
で
行
わ

れ
、
新
入
団
員
を
中
心
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

講
義
で
は
、
救
急
法
や
消
防
機
械
器

具
の
取
り
扱
い
や
消
防
団
員
の
基
本
と

な
る
姿
勢（「
気
を
付
け
」「
休
め
」な
ど
）

を
厳
正
か
つ
端
正
に
行
う
こ
と
等
の
規

律
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 　

訓
練
終
盤
、
権
藤
団
長
を
は
じ
め

と
す
る
幹
部
が
見
守
る
中
、「
通
常
点

検
」
が
披
露
さ
れ
、
気
力
充
実
し
た
指

揮
者
の
号
令
に
各
団
員
は
引
き
締
ま
っ

た
表
情
で
従
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
塚
北
部
分
署
長
よ
り
修

了
証
の
交
付
が
あ
り
、
訓
練
を
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
小
国
町
消
防
団
幹
部

訓
練
も
小
国
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
消
防

訓
練
礼
式
の
基
準
に
よ
り
、
分
列
行

進
・
通
常
点
検
等
の
訓
練
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

 

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
入
団
員
・
消
防
幹
部
の
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
　
平
成
26
年
度
小
国
町

　
　
　
　
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

今
年
度
の
小
国
町
消
防
団
昇
級
団
員

と
新
入
団
員
の
辞
令
交
付
式
が
4
月
1

日
、
小
国
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。　

権
藤
芳
春
団
長
か
ら

昇
級
幹
部
と
新
入
団
員
へ
の
辞
令
交
付

が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
を
代
表
し
、
第

二
分
団
の
長
谷
部
公
博
団
員
が
宣
誓
を

行
い
終
了
し
ま
し
た
。

　

昇
級
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
・
新
入

団
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

《
昇
級
団
員
》

★
第
一
分
団

 

副
分
団
長　
　

上
野　

雄
輔

 

機
動
班
部
長　

佐
藤　

只
之

 

機
動
班
班
長　

髙
村　

喜
威

《
新
入
団
員
》　

★
第
一
分
団

 

団
員　
　
　
　

波
多
野　

裕

 

団
員　
　
　
　

佐
々
木　

隆

 

団
員　
　
　
　

大
塚　

崇
博

 

団
員　
　
　
　

梶
原　

陵
太

 

機
動
班
団
員　

大
塚　

知
寛

 

機
動
班
団
員　

秦　
　

浩

★
第
二
分
団

　
　

団
員　
　
　
　

長
谷
部
公
博

　
　

団
員　
　
　
　

梅
木
真
太
郎

★
第
三
分
団

　
　

団
員　
　
　
　

山
本　

直
樹

　
　

団
員　
　
　
　

穴
井　

孝
典

　
　

団
員　
　
　
　

宮
﨑　

恭
兵

 

団
員　
　
　
　

甲
斐　

真
人

　
　

団
員　
　
　
　

小
陣　

直
人

　
　

団
員　
　
　
　

北
里　

竹
識

　
　

団
員　
　
　
　

後
藤
勇
太
郎

★
第
五
分
団　

　
　

団
員　
　
　
　

穴
井　

太
一

　
　

団
員　
　
　
　

川
述　

貴
裕

★
第
六
分
団

　
　

団
員　
　
　
　

後
藤　

一

　
　

団
員　
　
　
　

穴
井
聡
一
郎

小
国
町
消
防
団

　
　
合
同
初
任
科
訓
練

規律訓練

救急救命訓練
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平
成
25
年
度

　
　
第
2
回
阿
蘇
管
内
合
同
公
売
会

　

 

３
月
23
日
に
阿
蘇
市
旧
中
通
小
学
校
体

育
館
で
、
第
２
回
阿
蘇
管
内
合
同
公
売
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
売
会
は
、
税
金
滞
納
者
の
物
品
を

差
し
押
さ
え
、
入
札
に
よ
り
公
売
す
る
も
の

で
す
。
出
品
数
は
１
９
５
品
、
落
札
率
は
約

70
％
で
、
多
く
の
人
が
公
売
会
に
来
場
し
ま

し
た
。
小
国
町
か
ら
も
出
品
し
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
物
品
が
見
積
価
格
を
上
回
り
落
札
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
公
売
会
の
売
上
金
は
、
町
の
税
金
に

充
て
ら
れ
ま
す
。
公
売
会
は
随
時
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
是
非
一
度

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
税
金
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
く
だ
さ
い

　
第
31
回
小
国
町

　
　
壮
年
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

3
月
25
日
、
小
国
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
主
催
の
第
31
回
小
国
町
壮
年
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
小
国
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
参
加
資
格
は
男
性
50
歳
以

上
、
女
性
40
歳
以
上
。
日
頃
か
ら
練
習
し
て

い
る
チ
ー
ム
が
多
く
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
見
ご
た
え
あ
る
ゲ
ー
ム
が
多
く
み
ら
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
お
互
い
一
セ
ッ
ト
も
落
と
す

こ
と
な
く
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
「
バ
イ
ガ
エ

シ
Ａ
」
と
「
黒
ち
ゃ
ん
ズ
」
の
対
戦
。
接
戦

の
末
、
バ
イ
ガ
エ
シ
Ａ
チ
ー
ム
が
勝
利
し
優

勝
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

　

優　

勝　

バ
イ
ガ
エ
シ
Ａ

　

準
優
勝　

黒
ち
ゃ
ん
ズ

　

３　

位　

バ
イ
ガ
エ
シ
Ｂ

優勝したバイガエシＡチーム

会場の様子

◎ 

森
林
組
合
の
取
材
を
受
け
ま
し
た

が
、『
そ
も
そ
も
森
林
組
合
と
は
』

と
い
う
こ
と
を
リ
ポ
ー
タ
ー
に
聞
か

れ
た
の
で
、
事
前
に
取
材
し
て
、
も

う
少
し
理
解
し
た
上
で
の
質
問
を
し

た
ほ
う
が
良
か
っ
た
。
駅
伝
は
余
裕

が
あ
れ
ば
、
1
つ
前
の
中
継
点
に

戻
っ
て
通
過
順
位
を
伝
え
る
と
更
に

臨
場
感
が
で
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

◎ 

歌
謡
曲
コ
ー
ナ
ー
が
午
後
３
時
か
ら

に
な
っ
た
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

◎ 

駅
伝
は
ど
の
区
間
に
行
っ
て
も
、
み

ん
な
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
て
一
喜
一

憂
し
て
い
た
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
中

継
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

も
続
け
て
欲
し
い
。

と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
は
、「
電
波

の
途
切
れ
に
つ
い
て
は
、
中
継
車
の
ア

ン
テ
ナ
を
調
整
す
る
こ
と
で
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

エ
フ
エ
ム
小
国
で
は
、
こ
れ
ら
の
意

見
を
参
考
に
、
よ
り
よ
い
番
組
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

３
月
25
日
、
第
62
回
エ
フ
エ
ム
小
国

番
組
審
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
に
は
、
宇
野
英
典
委
員
長
ほ

か
委
員
３
名
、
エ
フ
エ
ム
小
国
か
ら
は

北
里
康
二
総
務
部
長
ら
２
名
が
出
席
。

委
員
か
ら
の
意
見
は
、

◎ 

小
国
高
校
生
と
卒
業
生
と
の
交
流
会

は
、
生
徒
た
ち
の
奇
抜
な
質
問
や
そ

れ
を
聞
い
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の

ト
ー
ク
も
聞
き
や
す
く
、D

ooW
op

（
小
国
高
校
の
コ
ー
ナ
ー
）
と
は
違

う
意
味
で
の
臨
場
感
が
あ
り
良
い
内

容
と
思
い
ま
す
。

◎ 

駅
伝
中
継
の
前
半
で
音
声
の
途
切
れ

が
あ
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
が
、
そ

こ
に
い
な
く
て
も
選
手
た
ち
が
走
っ

て
い
る
臨
場
感
が
伝
わ
っ
て
き
て
番

組
全
体
を
楽
し
め
ま
し
た
。
少
な
い

ス
タ
ッ
フ
で
大
変
だ
っ
た
と
は
思
い

ま
す
が
、
今
後
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

広
げ
て
い
け
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

◎ 

駅
伝
中
継
は
非
常
に
楽
し
み
な
が
ら

聞
い
て
い
ま
し
た
。
各
リ
ポ
ー
タ
ー

が
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
で
通
過
順
位
を

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
で
き
れ
ば
番

号
と
チ
ー
ム
名
を
言
っ
て
く
れ
る
と

全
体
的
な
流
れ
が
わ
か
り
や
す
い
と

思
っ
た
。

第
62  

回
エ
フ
エ
ム
小
国
番
組
審
議
会
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防災

防災豆知識　　「防災情報」について

▶インターネットからの情報入手

▶携帯電話・パソコン（メールサービス）からの情報入手

小国町ホームページ（http://www.aso-oguni.com）の防災情報から、次の団体情報がご利用いただけます。

小国町ホームページに、防災情報があります

http://www.aso-oguni.com/bousai/bousai.html

小国町の河川水位が
で表示されています。
災害に備え、データ
収集に役立ちますの
でご活用ください。

登録をすると必要な情報が受信できます。

NO.6

　今回は防災情報の入手方法について説明をします。
　3 月に開催した小国町防災講演会でも、防災情報を自らが収集することが危機管理意識の向上に繋が
り、いざという時の行動に役立つという話しがありました。防災情報は、国、県、気象庁、町などが様々
な方法で情報発信しています。梅雨時期を前に、是非、次の情報から自分に合った防災情報を探して、
ご活用ください。

　この他、テレビ（ＮＨＫ・民法）、ラジオ（ＦＭ・ＡＭ）などもご利用ください。
　また、小国町では緊急時の場合に、防災行政無線（屋外トランペット放送）や個別端末器（白ラジオ）、
ＣＡＴＶ（おぐチャン）、コミュニティＦＭ（ＦＭおぐに）、緊急速報メール、Ｊ－ＡＬＥＲＴなどの防
災情報伝達手段を利用して情報を発信しています。

団　体　名 入手できる主な情報
小　国　町 現在の河川水位（町内 5 か所）
気　象　庁 気象情報・土砂災害警戒情報・台風情報・地震情報・天気予報など
熊　本　県

（統合型防災情報システム） 県内の気象情報・雨量情報・河川水位情報・土砂災害危険度情報など

国土交通省
（川の防災情報） 阿蘇地方の雨量情報・河川水位情報など

九州電力㈱ 災害時の停電戸数や、復旧見込みなどを確認できます。

団　体　名 入手できる主な情報 登録アドレス

熊本県
（防災情報メール

サービス）

気象情報（警報）・土砂災害情報・地震
情報・避難勧告等の情報・国民保護情報・
危機管理情報など
※地域や情報を選択できます。
※登録や情報料は無料です。

entry@anshin.pref.kumamoto.jp

熊本県
（安心安全メール）

防犯・気象情報・台風情報・地震情報など
※ 登録料は無料、情報料は 2 円程度 / 回

です。
k110@ansin.police.pref.kumamoto.jp
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中山間地域等直接支払制度の平成 25 年度実施状況の公表について
１．制度の目的

　この制度は中山間地域の抱える農業環境の条件不利を補正し農業生産活動の継続を確保するため
交付金を農業者等に交付する事業です。小国町では、30 の集落協定が平成 22 年度から中山間地域
等直接支払制度の第 3 期（5 カ年）に取り組んでいます。

２．制度の概要
　対象となる農地は、農用地区域内の１ヘクタール以上のまとまりのある農地（田・畑等）で、傾斜
度が田で 1 ／ 100 以上、畑・草地・採草放牧地で 8 度以上の農地です。対象者は、集落協定などに
基づき５年以上継続して農業生産活動を行う農業者等で、下表の交付単価に基づき交付金が交付さ
れます。

３．交付金の単価
　交付金は地目・傾斜度で異なり、面積に応じて支払われます。
※集落の取り組みに応じて単価に差があります。

傾斜区分 田 畑 草地 採草放牧地
急傾斜 21,000 円 11,500 円 10,500 円 1,000 円
緩傾斜 8,000 円 3,500 円 3,000 円 300 円

４．集落協定の概要
　交付金は地目・傾斜度で異なり、面積に応じて支払われます。

集落協定数　30  交付対象面積　953.0ha  交付額　65,890,049 円
田 畑 草地 採草放牧地

面積 (ha) 交付額 ( 円 ) 面積 (ha) 交付額 ( 円 ) 面積 (ha) 交付額 ( 円 ) 面積 (ha) 交付額 ( 円 )

急傾斜 203.7 41,813,006 - - - - 423.9 4,239,087

緩傾斜 208.1 16,514,193 32.8 1,149,448 71.1 2,133,984 13.4 40,331

計 411.8 58,327,199 32.8 1,149,448 71.1 2,133,984 437.3 4,279,418

５．活動実績
○農地の維持管理及び、耕作放棄地の予防 ○野焼き・放牧による牧野の維持管理
○農道・水路の維持管理・改修  ○景観作物の植付け
○共同利用機械による農業生産活動の維持
○有害鳥獣対策        など
中山間地域等直接支払交付金実施要領（平成 12 年 4 月 1 日付け 12 構改Ｂ第 38 号農林水産事務次官依命通知）第 12 実施状況の公表

集落協定名 面積 (ha) 交付額 ( 円 )
1　宮原８部 34.6 5,050,078 
2　上田１部 35.7 3,397,715 
3　上田２部 23.9 2,871,453 
4　上田３部 37.2 5,268,063 
5　上田４部 31.7 5,577,862 
6　上田５部 21.0 1,893,796 
7　北里１部 14.9 2,065,231 
8　北里３部 22.4 2,966,718 
9　北里４部 18.1 1,444,048 
10  西里１部 18.6 3,717,540 
11  西里２部 17.4 2,238,237 
12  上明里田中 4.6 966,630 
13  下明里倉本 16.0 2,319,458 
14  下城上組 10.7 2,194,683 
15  下城中組 11.9 2,159,710

集落協定名 面積 (ha) 交付額 ( 円 )
16  下城下組 15.6 2,588,692 
17  黒渕１部 14.7 1,900,681 
18  黒渕２部 12.4 1,774,875 
19  黒渕 31.0 4,238,928 
20  黒渕４部 15.1 2,747,704 
21  黒渕５部 5.8 996,571 
22  流草地 15.4 462,645 
23  三共牧場 40.5 852,794 
24  田原草地 60.0 1,956,850 
25  上田第１牧野 68.0 680,152 
26  樅木牧野 111.0 1,110,376 
27  唐谷牧野 56.3 563,037 
28  岳はげ牧野 87.8 878,448 
29  田原牧野 64.0 640,227 
30  小薮牧野 36.7 366,847



　

４
月
の
市
況
の
状
況
で
す
が
、
木
材
の

出
荷
量
は
約
３
千
立
方
、
全
体
の
平
均
単

価
は
１
万
１
千
75
円
と
昨
年
同
時
期
よ
り

約
２
千
円
ほ
ど
高
く
取
引
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
値
で
の
取
引
が
続
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
間
伐
・
伐
採
を
し
た
い
と

希
望
の
人
ま
し
た
ら
、
森
林
組
合
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

　

来
る
５
月
16
日
（
金
）
に
優
良
材
市
を

開
催
し
ま
す
。

　

多
数
の
来
客
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

多
量
の
出
荷
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
〔
場
所
〕　

　
　

小
国
町
森
林
組
合
若
宮
共
販
所

　
〔
時
間
〕　

　
　

９
時
30
分
か
ら

●
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
粒
剤

【
用
途
】　

家
の
周
辺
、
駐
車
場
な
ど

【
適
用
】　 

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ヨ

モ
ギ
、
ブ
タ
ク
サ
、
サ
サ
な
ど

　
　
　
　

１
袋
１
キ
ロ　

10
～
30
坪
分

●
フ
レ
ノ
ッ
ク
粒
剤

【
用
途
】　 

開
墾
地
、
公
園
、
庭
園
、
宅
地
、

の
り
面
な
ど

【
適
用
】　

竹
、
サ
サ
、
ス
ス
キ
な
ど

　
　
　
　

１
袋
2.5
キ
ロ

　

目
安
と
し
て
１
反
当
り
２
袋（
５
キ
ロ
）

た
だ
今
、
口
コ
ミ
に
て
『
よ
く
効
く
』
と

購
入
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
森
林
組
合
事
務
所
に
て
お

尋
ね
下
さ
い
。

182

木
材
価
格
の
状
況

優
良
材
市
開
催
！

平
成
25
年
度 

平
均
単
価（
全
体
）

除
草
剤
に
つ
い
て

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 4 月 1 日 4 月 16 日
販　売　数　量 1,537㎥ 1,533㎥
販　売　金　額 17,072 千円 17,125 千円
総　　平　　均 11,106 円 11,172 円

樹種 長さ 直 径 11,106 円 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

 10 ～ 13 11,770 10,940 10,650 11,200
14 11,400 12,710 11,650 12,200

16 ～ 18 13,180 14,000 12,870 13,400
20 ～ 22 14,180 14,510 14,170 14,890
24 ～ 28 14,520 14,990 14,890 15,500
30cm 上 12,100 14,600 11,370 14,690

3m

 10 ～ 13 8,190 8,190 7,890 7,890
14 12,000 12,000 12,800 1,2800

16 ～ 18 13,050 14,000 11,800 11,800
20 ～ 22 13,000 13,000 12,000 12,000
24 ～ 28 13,370 14,100 12,630 13,890
30cm 上 11,850 12,900 12,350 12,900

2m 16cm 上 5,000 5,000 5,000 5,000

6m
14 ～ 18 1,4000 14,000 11,100 11,100
20 ～ 24 16,980 20,000 12,330 14,000
30cm 上 15,390 18,000 13,830 15,390

桧 4m
10 ～ 16 ー ー 11,470 14,310
18cm 上 ー ー 13,240 14,000
30cm 上 ー ー ー ー

※塗りつぶしは、優良市です。

※比較対象額は今回の平均取引価格から▲３％で算出

小国家畜市場結果
　開催日：平成 26 年 4 月 5 日

品　種 種　別 今回取引頭数

平均取引価格（円）

今　回 前　回 増　減
比較対象額

あか
雌 17 415,228 403,694 365,723 37,971

去　勢 13 445,458 433,084 433,860 -776

黒
雌 13 414,055 402,553 397,133 5,420

去　勢 8 488,160 474,600 489,586 -14,986

計 51 ー ー ー ー

7

□□□

OGUNI 2014.5

産業



　

皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ

で
す
か
？
昭
和
26
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
中
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
制
度

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

人
権
は
、
人
が
人
と
し
て
幸
福
な
人
生
を

送
る
上
で
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
21
世
紀
が
「
人

権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す

が
、
今
な
お
様
々
な
人
権
課
題
が
存
在
し
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、啓
発
活
動
の
重
点
目
標
を「
み

ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀
～
考
え
よ
う
相

手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心

～
」
と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
に

人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
り
明
る
い
社
会
を
つ

く
る
こ
と
が
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
大
き

な
ね
ら
い
で
す
。

　

連
合
会
で
は
、
制
度
が
開
始
さ
れ
た
６
月

１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
一
層
の
人
権
尊
重
思

想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
国
町
で
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
原
山
清
美　

委
員
（
宮
原
）

○
穴
井
千
鶴　

委
員
（
上
田
）

○
石
松
英
雄　

委
員
（
西
里
）

○
穴
井
政
之　

委
員
（
黒
渕
）

　
～
特
設
人
権
相
談
所
開
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
～

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、

特
設
の
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
小
国

郷
の
人
権
擁
護
委
員
が
対
応
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
　

６
月
３
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所
・
お
問
合
せ
先

　
　

小
国
町
隣
保
館

　
　
　

☎
４
６
‐
５
７
２
０

＊
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

新
し
い
展
覧
会
が
始
ま
り
ま
す

　

郷
土
の
表
現
シ
リ
ー
ズ 

Ｖ
Ｏ
Ｌ.

７

　
　
「
境
野
一
之
・
松
本
得
三
展
」

　
　
　
　
　

６
月
７
日
～
７
月
７
日

　

坂
本
善
三
や
熊
本
に
ゆ
か
り
の
作
家
を

紹
介
す
る
展
覧
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

郷
土
の
表
現
シ
リ
ー
ズ
も
、今
回
で
７
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、境
野
一
之（
さ
か
い
の
か
ず
ゆ

き　

１
９
０
０
～
１
９
８
９
）と
松
本
得

三（
ま
つ
も
と
と
く
ぞ
う　

１
９
２
１
～

２
０
０
８
）の
二
人
の
画
家
の
展
覧
会
で

す
。

　

境
野
一
之
は
、坂
本
善
三
と
も
一
緒
に
展

覧
会
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
活
動
し
て
い

た
こ
と
も
あ
る
画
家
で
、何
か
の
形
が
見

え
隠
れ
す
る
よ
う
な
、詩
情
豊
か
な
抽
象

画
を
描
い
た
人
で
す
。

　

松
本
得
三
は
、津
奈
木
町
出
身
で
東
京

で
画
家
活
動
を
行
っ
た
後
、水
俣
に
居
を

構
え
、身
の
回
り
の
静
物
や
風
景
を
丁
寧

に
描
き
つ
づ
け
ま
し
た
。

　

二
人
の
作
風
は
全
く
違
い
ま
す
が
、ど

ち
ら
に
の
作
品
に
も
語
り
か
け
る
よ
う
な

物
語
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
身

の
回
り
の
世
界
は
こ
ん
な
に
も
豊
か
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
か
。私
た
ち
の
日
常
の
ま
な

ざ
し
を
も
一
変
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
展
覧
会
で
す
。

坂
本
善
三
美
術
館

　
　
　
年
間
展
示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
年
度
も
坂
本
善
三
美
術
館
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

● 

郷
土
の
表
現
シ
リ
ー
ズ
Ｖ
Ｏ
Ｌ.

７

　

境
野
一
之
・
松
本
得
三
展

　

６
月
６
日（
金
）～
７
月
６
日（
日
）

●
山
海
空
町
―
善
三
の
見
た
風
景
―

　

７
月
10
日（
木
）～
９
月
７
日（
日
）

●
熊
本
近
代
美
術
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ー

　

善
三
先
生
の
先
生
た
ち

　

９
月
12
日（
金
）～
11
月
24
日（
月･

祝
）

● 

坂
本
善
三
の
形　

丸
と
三
角
と
四
角
と

い
ろ
い
ろ　

　

11
月
28
日（
金
）～
３
月
１
日（
日
）

●
生
活
と
美
術

　

暮
ら
し
の
中
の
坂
本
善
三

　

３
月
５
日（
木
）～
５
月
31
日（
日
）

★
昨
年
好
評
に
つ
き
、今
年
も
開
催
決
定

◎
シ
リ
ー
ズ
ア
ー
ト
の
風
Ｖ
Ｏ
Ｌ.

４

　

若
木
く
る
み
の
制
作
道
場
リ
タ
ー
ン
ズ

　

７
月
29
日（
火
）～
８
月
31
日（
日
）

※ 

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

６
月
１
日
は

〝
人
権
擁
護
委
員
の
日
〟
で
す
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同
日
午
後
、
入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

男
子
19
人
、
女
子
36
人
、
計
55
人
が
入

学
し
、
緊
張
し
た
様
子
で
式
に
臨
み
ま
し

た
。

　

新
入
生
代
表
の
石
原
愛
佳
さ
ん
が
、
小

国
高
校
の
3
綱
領
で
あ
る
尚
志
、
勉
学
、

自
主
を
胸
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
へ
励
み
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

代
表
挨
拶
を
し
、
新
入
生
た
ち
は
緊
張
の

中
に
も
凛
と
し
た
表
情
で
決
意
新
た
な
様

子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
8
日
、
小
国
高
校
で
新
任
式
・
始

業
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
任
式
で
は
、
福
島
也
寸
志
校
長
、
菅

村
文
武
教
頭
を
は
じ
め
、
6
人
の
先
生

を
迎
え
ま
し
た
。
生
徒
は
、
新
任
の
先
生

へ
期
待
の
ま
な
ざ
し
で
、
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

始
業
式
は
2
年
生
、
3
年
生
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
校
長
講
話
で
は
、
卒
業
後
の
社

会
生
活
に
必
要
な
力
を
つ
け
る
こ
と
の
大

切
さ
が
話
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な

表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
3
年

生
は
進
路
実
現
へ
向
け
、
貴
重
な
時
間
を

し
っ
か
り
意
識
し
目
的
意
識
を
持
っ
て
過

ご
す
よ
う
に
と
の
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

小
国
高
校
新
任
式
・
入
学
式

阿蘇世界文化遺産リレーコラム  ～ 守っていきたいわがまちの景観と人々 ～

　産山村の田尻集落は、全国名水百選「池山水源」や、その名水を使った飲食店や豆腐屋、全国で２番目に
古い農家民宿村である「うぶやま民宿村」等、多くの観光資源が集中している自然豊かな農村集落です。その
ため、一年を通じて多くの観光客が訪れ、賑わいをみせています。
　しかし、近年の景気の低迷や観光形態の変化による観光旅行客の減少等により、産山村においても地域の
活気や元気が失われつつありました。そこで、田尻集落の有志たちがこのような現状を打開すべく、自分たち
が観光ガイドとなって田尻集落の見所を紹介して歩く「たじりめぐり」という地域散策を始めました。
　民宿に立ち寄ってのお漬物やおはぎの食べ歩きや、疲れを癒してくれる休憩スポットでのハーブティーの試
飲、田尻集落の景観を一望できる小高い丘での絶景鑑賞など、自分たちで散策コースを開発し、マップを作成
するなど、様々な取組みを実施しています。
　産山村では、このような地域資源の保全と活用による「人間と自然の共生」を守り継いでいくために、景観条例・
景観計画の策定を進めています。

　多くの世界文化遺産では、しっかりとした保全と管理のため、訪れた
方々に対し入場料やガイド料等の負担をいただいています。
　そのような中で、阿蘇はその素晴らしい価値を守り継いでいくために、
直接訪れるだけでなく、「食べる」ことでも貢献できる、珍しい世界文
化遺産候補と言えます。
　「あか牛」に代表される阿蘇地域の農畜産物を「食べる」ことにより、
地域に住む方々の生業（なりわい）が維持され、結果的に、草原を代
表とする「阿蘇の文化的景観」を守ることにつながります。
　より多くの人においしい阿蘇の農畜産物を「食べて」いただき、地
域の方々の生業と阿蘇の素晴らしい景観を守り継いでいけるように、世
界文化遺産登録を推進していきたいと考えています。　

担当：産山村

「 世 界 遺 産 こ ぼ れ 話 」－世界文化遺産を「食べる」－

地域資源を活用した集落散策
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保
健
師
だ
よ
り

　

こ
の
度
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
お
礼
と
と
も
に
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

◎
香
典
返
し
と
し
て

宮
原
柏
田　
　

 

羽
山　

安
市
様

 
 

故
人
ヤ
エ
子
様

北
里
奴
留
湯   

椛
田  

輝
昭
様

 
 

故
人　

ツ
ル
様

下
城
湯
鶴 

小
野
基
美
子
様

 
 

故
人
佐
藤
ミ
ヲ
様

宮
原
𡈽
田 

原
山　

昭
信
様

 
 

故
人　

昭
吾
様

上
田
大
鶴 

河
埜　

信
二
様

 
 

故
人
ヒ
サ
子
様

上
田
名
原 

小
野
松
国
治
様

 
 

故
人　

文
明
様

北
里
堀
田 

原
山　

初
美
様

 
 

故
人　

友
和
様

菊
陽
町
新
山
２
丁
目
６
‐
３

 
 

三
又
扶
代
子
様

 
 

故
人
後
藤
義
光
様

菊
陽
町
沖
野
４
丁
目
２
‐
１
６

 
 

中
嶋
美
保
子
様

 
 

故
人　

隆
之
様

〇
寄
付
と
し
て

・
社
会
福
祉
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

 
 

会
長　

𠮷
田
福
義 

様

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金

は
、
小
国
町
の
社
会
福
祉
事
業
に
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

社

協

告

知

板

あ
な
た
の
コ
コ
ロ
、お
元
気
で
す
か

～
見
逃
さ
な
い
で
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
～

　

春
に
、
進
学
・
就
職
・
転
勤
・
引
っ
越

し
な
ど
で
環
境
が
大
き
く
変
化
さ
れ
た
人

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
環
境

が
変
わ
る
と
、
新
し
い
生
活
に
慣
れ
る
た

め
に
肉
体
的
、
精
神
的
に
も
疲
れ
や
す
く

な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
た
ま
ま
引
き
ず
っ
て

し
ま
う
と
心
の
病
の
引
き
金
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ス
ト
レ
ス

と
上
手
に
つ
き
あ
い
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
早
め
に
対
処
し
ま
し
ょ

う
。

あ
な
た
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
は

　

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
私
た
ち
の
心
身
は

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
、
時
に
は
症
状

と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、「
ス
ト
レ
ス
反
応
」と
言
い
、

心
が
出
し
て
い
る
危
険
サ
イ
ン
。

　
「
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
こ
こ
ろ

が
病
気
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
注
意
が

必
要
で
す
よ
」
と
心
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
反
応
は
「
身
体
」

「
心
理
」「
行
動
」
の
３
つ
の
側
面
に
あ
ら

わ
れ
ま
す
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
で
あ

ら
わ
れ
人
に
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
も
の
で

す
。

　

疲
れ
て
く
る
と
頭
が
痛
く
な
る
、
耳
鳴

り
が
す
る
、
暴
飲
・
暴
食
し
や
す
い
な
ど
、

自
分
自
身
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス

サ
イ
ン
が
あ
ら
わ
れ
や
す
い
の
か
把
握
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
身
体
面

　
 

頭
痛
・
肩
こ
り
・
目
の
疲
れ
・
不
眠
・

疲
労
・
肌
荒
れ
・
脱
毛
・
腰
痛
・
自
律

神
経
の
乱
れ　

な
ど

◎
心
理
面

　

 

不
安
・
落
ち
込
み
・
イ
ラ
イ
ラ
・
怒
り
・

集
中
力
の
低
下
・
ゆ
う
う
つ
・
希
望
の

な
さ
・
訳
も
な
く
涙
が
で
る　

な
ど

◎
行
動
面

　

 

生
活
の
乱
れ
・
過
食
・
散
財
・
過
度
の

飲
酒
・
喫
煙
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
遅
刻
・

欠
勤　

な
ど

　

思
い
あ
た
る
症
状
は
あ
り
ま
す
か
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
続
い
て
苦
し
い
時

は
、
早
め
に
専
門
の
相
談
機
関
や
病
院
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

十
分
な
睡
眠
や
休
息
を
と
る
、
気
分
転

換
す
る
な
ど
、
早
め
に
セ
ル
フ
ケ
ア
を
し

ま
し
ょ
う
。

周
り
の
人
が
で
き
る
こ
と

　

も
し
、
あ
な
た
の
身
近
な
人
が
「
い
つ

も
と
違
う
」
と
気
づ
い
た
ら
「
ど
う
し
た

の
？
」「
眠
れ
て
い
る
？
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
じ
っ
く
り
と
話
を

聞
い
て
く
だ
さ
い
。「
が
ん
ば
っ
て
」
と

安
易
に
励
ま
す
の
は
逆
効
果
で
す
。
無
理

に
外
出
、
運
動
、
気
分
転
換
を
勧
め
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
機
関
へ
相

談
す
る
際
、
本
人
が
嫌
が
れ
ば
無
理
に
連

れ
て
行
か
ず
、
ま
ず
は
家
族
が
相
談
に
い

き
ま
し
ょ
う
。

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」に
お
け
る

無
料
・
匿
名
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

6
月
1
日
か
ら
6
月
7
日
は
「
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
で
す
。
阿
蘇

保
健
所
で
は
、
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及

週
間
」
に
合
わ
せ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を

実
施
し
ま
す
。
検
査
は
、
無
料
・
匿

名
で
受
け
ら
れ
ま
す
（
要
予
約
）

日
時
： 

6
月
2
日
（
月
）
か
ら
4
日

（
水
）、
6
日
（
金
）

　
　
　

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時

　
　
　

6
月
5
日
（
木
）

　
　
　

午
後
5
時
か
ら
午
後
7
時

　

検
査
結
果
は
、
採
血
後
、
約
1
時

間
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
不
安
の
あ

る
人
は
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
阿
蘇
保
健
所　

保
健
予
防
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

３
２
‐
０
５
３
５
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知るほど　　なるほど！

★

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
師
不
足
も
深
刻
で
、
看
護

師
確
保
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。
今
ま
で
も

新
聞
に
チ
ラ
シ
を
入
れ
た
り
、
個
別
に
探

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
確
保
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
本
年

は
、
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
に
な
り
ま
す
と
、
現

在
使
っ
て
い
る
紙
カ
ル
テ
が
い
ず
れ
な
く

な
り
、
受
付
時
間
や
会
計
待
ち
時
間
の
短

縮
、
情
報
の
共
有
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
導
入
に
際
し
て
は
、
準

備
が
整
う
ま
で
の
間
、
患
者
様
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
、
病
院
の
基
本
理
念
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
地
域
住
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
病
院
」
を
目
指
し
て
、
歴
代
の
事
務
局

長
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
皆
様
の
お
力
添

え
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
長
就
任
に
あ
た
り

医
師
紹
介

小国公立病院事務局長　穴井淳二

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
で
事
務
局
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
穴
井
で
す
。
厳
し
い

時
代
の
就
任
で
は
あ
り
ま
す
が
、
歴
代
の

事
務
局
長
に
仕
え
た
経
験
を
生
か
し
て
職

を
全
う
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
国
公
立
病
院
は
、
小
国
郷
の
中
核
的

医
療
機
関
と
し
て
小
国
郷
１
万
５
千
人
の

住
民
の
医
療
、
保
健
、
介
護
、
福
祉
の
中

心
と
し
て
文
字
通
り
包
括
的
地
域
医
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
国
郷
唯
一

の
病
院
と
し
て
救
急
医
療
も
担
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
再
三
努
力
は
し
て
お
り
ま
す

が
、
地
方
へ
の
医
師
の
派
遣
が
少
な
く
、

深
刻
な
医
師
不
足
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
常
勤
医
師
が
定
着

で
き
ず
、
患
者
数
の
減
少
に
繋
が
り
、
ひ

い
て
は
、
病
院
経
営
を
圧
迫
す
る
状
況
に

自
己
紹
介

　

山
口　

俊
一
朗

◇
生
年
月
日

　

１
９
８
０
年
9
月
25
日

◇
出
身
地

　

鹿
児
島
市

◇
出
身
大
学

　

熊
本
大
学
医
学
部

◇
専
門
分
野

　

血
液
疾
患

◇
趣
味

　

日
本
全
国
を
旅
す
る
こ
と

◇
ひ
と
こ
と

　

 　

3
ヶ
月
と
い
う
短
い
間
で
す

が
、
小
国
郷
の
医
療
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
湿
布
薬
に

よ
る
皮
疹
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
屋
外
活
動
時
の
湿

布
薬
（
特
に
ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
と
い
う
成

分
が
入
っ
て
い
る
湿
布
）
に
よ
る
「
光
線

過
敏
症
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
「
光
線
過
敏
症
」
は
、
湿
布
使
用

部
位
に
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
で
、
発
赤

や
激
し
い
炎
症
、
皮
膚
の
変
色
な
ど
の
症

状
が
で
て
き
ま
す
。
湿
布
を
は
が
し
て
４

週
間
程
度
は
成
分
が
残
る
の
で
、
服
で
覆

う
な
ど
、
継
続
し
て
紫
外
線
を
避
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
こ
の
症
状
が
出

た
方
は
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

一
部
の
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
使
用
で
発

症
し
や
す
く
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

168

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

231

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

新
分
署
長
挨
拶

　

陽
春
の
候
、
皆
様
方
に
は
益
々
の
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

平
素
よ
り
消
防
業
務
の
遂
行
に
あ
た
り

ま
し
て
格
別
な
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
１
日
付
で
西
本
分
署
長

の
後
任
と
し
て
北
部
分
署
長
に
着
任
し

ま
し
た
大
塚
康
秀
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
、
長
年
の
消
防
で

の
経
験
を
生
か
し
、
前
分
署
長
の
方
針

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
に
寄
与
し
、
喜
ば
れ
る
消
防

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
、
職
員
一
丸
と

な
り
全
力
を
尽
く
し
、
努
力
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
卒
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

　
　
　

北
部
分
署

　
　
　
　
　

   

分
署
長　

大
塚  

康
秀

定
期
異
動

　

４
月
１
日
付
で
北
部
分
署
も
定
期
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。

○
異
動
す
る
職
員

　

分
署
長　
　

西
本　

幸
雄

　

消
防
二
課　

小
野　

謙
二

　

消
防
二
課　

高
日　

春
幸

　

消
防
三
課　

石
橋　

正
寿

　

消
防
三
課　

河
津　

武
史

　

消
防
三
課　

新
家　

陽
平

以
上
六
名
中
部
消
防
署
へ

　

消
防
一
課　

北
里　

英
幸

　

消
防
二
課　

西
村　

亮

以
上
二
名
産
山
波
野
分
駐
所
へ

○
異
動
し
て
き
た
職
員

　

分
署
長　
　

大
塚　

康
秀

　

消
防
一
課　

山
部　

秀
明

　
　
　
　
　
　

井
島　

義
昭

　

消
防
二
課　

宮
崎　

達
信

　
　
　
　
　
　

丸
山　

貴
之

　

消
防
三
課　

江
藤　

幸
紀

　
　
　
　
　
　

下
村　

純
平

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
 

少
年
補
導
員
　
で
す

　

4
月
22
日
、
少
年
補
導
員
の
委
嘱
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
補
導
員
は
、
不
良
行
為
少
年
の
発

見
補
導
、
有
害
な
環
境
の
浄
化
活
動
な
ど

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
活
躍
し
て
く
だ

さ
る
少
年
補
導
員
は
次
の
人
で
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
小
国
町

　

＊
内
田　

幸
喜
さ
ん　

　

＊
秋
吉　

美
幸
さ
ん

　

＊
久
野　

和
雄
さ
ん

　

＊
原
部　

文
治
さ
ん

　

＊
松
原　
　

崇
さ
ん

　

＊
松
本
ひ
と
み
さ
ん

　

＊
北
里　

栄
敏
さ
ん

◇
南
小
国
町

　

＊
手
嶋　

健
治
さ
ん

　

＊
穴
井　

千
秋
さ
ん

　

＊
村
上　

文
秋
さ
ん

　

＊
井　
　

聖
富
さ
ん

利
殖
関
係
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

　

未
公
開
株
や
社
債
、
商
品
相
場
、
外
国

相
場
、
外
国
通
貨
、
事
業
へ
の
投
資
話
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
殖
関
係
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

利
殖
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、契
約
金
額
、

継
続
し
て
支
払
い
を
要
求
さ
れ
る
金
額
と

も
に
非
常
に
高
額
で
、
当
事
者
は
高
齢
者

が
多
く
深
刻
な
状
況
で
す
。

◇上場確実ですよ！
◆必ず儲かりますよ！
◇元本保証します！
◆買った後、高く買い取ります！

安易な儲け話は詐欺と
考え、不安を感じたら、
まず相談を！
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あみだ杉の館　　46-3310

開館時間：月曜～土曜10時から18時
休館日 ： 日曜　祝祭日

アトミック・ボックス／池澤夏樹
　父から委ねられた判断、それはかつ
て父が関わっていた原子力爆弾開発と
いう重大な秘密だった。それを闇に葬
りたい国家。権力国家に屈しないため
に、大胆不敵な逃走劇が始まる。誠実
に、真剣に生きる彼女の行動は勇気を
もらえるかもしれない。

春、戻る／瀬尾まいこ
　突然現れた、年下なのに「お兄ちゃん」
と名乗る青年。結婚を目前にあれこれと
口出しする。「妹思い」でそのうち周囲に
溶け込んでいく。お兄ちゃんのもつ必死
の思いが、主人公の過去をじわじわとよ
みがえらせる。

本着新 内案ご

子育てカレンダー

 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点  　☎ 46-6656
 パラソル  パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720
 開発  開発センター

★自由遊び  カ    9：00 ～ 15：00
（活動内容により時間帯を変更することがあります）

5/16 （金）　5/19 （月）　5/20 （火）　5/21 （水）　
5/22 （木）　5/23 （金）　5/26 （月）　5/27 （火）　
5/28 （水）　5/29 （木）　5/30 （金）   6/  2 （月）　
6/  3 （火）　6/  4 （水）   6/  6 （金）   6/  9 （月）
6/10 （火）　6/11 （水）　6/12 （木）   6/13 （金）

★ぽっけの日
6/ 5　（木） リサイクルバザー♪
＊カンガルーのぽっけではバザー品を募集中です！

★おもちゃ図書館“ミルク”  パラソル    9：00 ～ 11：30
5/25 （日）　　　6/14（土）

★なかよしくまさん  パラソル     10：30 ～ 11：50
5/22　（木）　木とふれあおう・誕生会 
6/12　（木）　Smile Mam Mam（ママたちの自主活動）

★その他
6/  3（火） 子育てひろばカ 13：30 ～
　　  　　子どもの歯について（歯科衛生士さんより）
6/  9（月） 絵本読み聞かせ 図書室よりカ 13：40 ～
6/13（金） ママ主催：ほっと・カフェカ 13：30 ～
6/14（土） おもちゃ図書館と一緒にあそぼう！
　　　　  パラソルセンターにて 9：30 ～ 11：30

（午後 13：00 ～ 15：00 カンガルーのぽっけ開館）

オムツはずしは「あせらず叱らず」がポイント！（0～1歳編）
おむつを替えるときは「おしっこいっぱいでたね。」
「さっぱりしたね」など笑顔で声をかけてあげましょう。
赤ちゃんは、こんな時のスキンシップもうれしい体験です。
このようなかかわり方が排泄の自立のスタートになります。
1歳を過ぎるころには、排泄している時の感覚はわかっ
ているといわれています。
おむつはずしを急ぐことはありませんが、おしっこをした
いという感覚がつかめるように「おしっこでるの？」など言
葉をかけたり、排泄に関する絵本などでトイレに興味を持
たせてみてもよいでしょう。
　成長とともに、排泄の間隔があいてきます。
朝起きた時や、昼寝の後におむつが濡れていない時に
おまるに座らせてみましょう。
出る出ないにかかわらず、遊び感覚で時々おまるに座ら
せてみても良いでしょう。
嫌がる時は、無理をすることはありませんが、この時期
はおむつはずしの準備段階として、おまるに座る事やトイ
レの雰囲気に慣れておきましょう。

＊寒い季節は、汗をか
かない分尿量も増え、
排尿間隔も短くなりま
す。そのため、おむつは
ずしは難しく、子どもも
嫌がります。あたたかい
時期を見計らってはじ
めてみると、成功しやす
いでしょう。

子育ちコーナー

藤田智の野菜づくり大全／藤田智
　家庭菜園第一人者、藤田さん監修。
１６８種類の野菜について定番ものか
ら新種まで、これを見ればほとんどの
野菜づくりができる。レシピも掲載。菜
園愛好家必携の本。

蛯原英里のベビーマッサージ
／蛯原英里
　ベビーマッサージ、産後エクササイ
ズで大人気の蛯原英里さんの本。オリ
ジナルソングで歌いながら楽しく、赤
ちゃんとの絆も深まります。看護師経
験の視点から、睡眠や便秘のお悩みを
速攻で解消する内容も掲載。３０分の
DVD付きで自宅で手軽にマッサージ
ができます。
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住宅リフォームに対する助成金のお知らせ
　町内の施工業者を利用して、自ら居住する住宅のリ
フォームを行い、下記要件に該当する人に対して助成
を行います。様式等詳細は小国町ホームページをご覧
ください。

【補助対象者】
　・ 町内に住所を有し、自ら居住する住宅をリフォーム

する人で、同一家族に住む全員に町税及び使用料
等の滞納が無い人

　・他の同様の町の補助金を受けてない人
【対象住宅】

　・町内に存する自己居住用の住宅
　・店舗等併用住宅については、その居住住宅部分

【対象工事】
　・ 町内に住所を有する法人及び個人の施工業者が

行う20万以上（税込み）の工事であること
　・ 補助決定前に住宅リフォームに着手していないこと
　・ 平成27年3月31日までに工事が完了し、完了実績

報告ができること
【補助率・補助限度額】

　・対象工事費の10％以内、最高限度額10万円
 　 （千円未満は切り捨て）
　・予算の都合で締め切る場合があります。

【補助の決定】
　町へ「補助金申請」を行い、内容等審査した上、「補
助金決定」を受けた工事が対象となります。
問小国町役場　産業課
　☎46-2112

小国町担い手支援事業補助金のお知らせ
　小国町では、専業農家の親元に帰り農業の担い手
を目指す人に対して補助金を給付します。

【補助の金額】
　・最大５年間で月額10万円を給付します。

【補助の要件】
　・ 平成26年４月1日以降に専業農家の親元で新たに

就農される人
　・ 年間200日以上農業に従事し、認定農業者を目指

す人
　・ 今後、10年以上小国町で農業に従事し農業で生計

を立てる見込みのある人
　・年齢40歳以下で小国町に住所を有する人
　※ 農業従事の状況により給付の停止や返還があり

ます。
問小国町役場　産業課
　☎46-2112

｢ふれあい教室｣受講生募集
　隣保館では、交流や学習を通じて人権を考える｢地
域交流促進事業ふれあい教室｣の受講生を募集しま
す。ご希望の人は、お気軽にお問合せください。

◆パソコン教室 ワードを使っての写真加工
◎期日　6月9日～7月4日までの月・金
  全８回
◎時間　午前9時30分～午前11時30分
◎内容　カレンダー・アルバム作成、など
◎場所　小国町隣保館　会議室
◎対象　小国町在住のおとなの人
◎定員　10名
◎参加費　500円
◎締切　5月30日（金）午後5時まで

◆はじめての絵てがみ
◎期日　6月～9月　主に第2･第4火曜
  全８回
 *但、6月は第3火曜のみ
　　　　7月は第2・第4・第5火曜
　  ９月は第2・第5火曜
◎時間　午後7時00分～午後8時30分
◎内容　絵てがみの作成
◎場所　小国町隣保館　会議室
◎対象　小国町在住のおとなの人
◎定員　10名
◎材料費　500円（その他必要な場合あり）
◎締切　6月4日（水）午後5時まで
問小国町隣保館
　☎46-5720

　平成 26 年 4 月 1 日現在、満 80 歳以上で自分の歯
が 20 本以上ある健康な高齢者（但し前回までの県
大会出場者を除く）を対象に、熊本県で『高齢者の
よい歯のコンクール』が行われます。参加を希望さ
れる人は、下記のとおり無料で歯科健診が行われま
すので、期間内に歯科健診を受けましょう。歯に自
信のある人、ぜひ参加してみませんか？
◎歯科健診期間：5 月 19 日（月）～ 5 月 30 日（金）
  （土日祝日は除きます）
◎場　所：阿蘇郡市内の歯科医院
◎その他： 参加された人には後日記念品を贈呈いた

します。

『高齢者のよい歯のコンクール』の
実施について
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国民健康保険の自己負担割合変更のお知らせ
　国民健康保険に加入している70歳～74歳までの人
の病院等で支払う自己負担割合が変わります。
平成20年4月から70歳から74歳までの医療費の自己
負担は2割に引き上げられましたが、特例措置により1
割に据え置かれていました。
　この特例措置が見直され、平成26年4月2日以降に
70歳になる人（誕生日が昭和19年4月2日以降の人）か
ら段階的に、誕生日の翌月から自己負担が2割となり
ます。
　平成26年4月1日以前に70歳になっている人（誕生
日が昭和19年4月1日以前の人）については引き続き
特例措置が適用され、窓口負担は1割のままです。
　現役並み所得者（住民税の課税標準額が145万円
以上）の人の自己負担は3割となります。
問小国町役場福祉課　　☎46-2116

無料登記相談所開設（予約制）
　熊本地方法務局による無料の登記相談所が開設さ
れます。
　当日は、土地及び建物等の売買・贈与・相続など登
記に関する相談について、熊本地方法務局職員が対
応しますので、お気軽にご相談ください。
　
◎と　き　6月19日（木）　10：30～15：00
　　　　  （12：00～13：00までは除く）
◎ところ　阿蘇市役所2階会議室
問熊本地方法務局阿蘇大津支局
　☎096-293-2272

労働安全衛生法に基づく免許試験の案内
　本年度も崇城大学で、次の日程のとおり実施しま
す。
試験日　8月17日（日）
◎第1種衛生管理者　　13：30～16：30
◎第2種衛生管理者　　13：30～16：30
◎潜　　 水 　　士　　10：00～15：30
問（一社）熊本県労働基準協会
　☎096-245-7821

◎1級ボイラー技士 10：00～15：30
◎2級ボイラー技士 13：30～16：30
問（一社）日本ボイラ協会　熊本支部
　☎096-362-7775

　4 月から消費税が 8 パーセントになりました。その
負担影響を考慮し、国の施策により、低所得者層の
人に対して「臨時福祉給付金」、また子育て世帯の方々
に対して「子育て世帯臨時特例給付金」が暫定的・
臨時的な措置として支給されます。2 つの給付金の
支給要件等は次のとおりです。

『臨時福祉給付金について』
◇ 支給対象者
　 平成 26 年 1 月 1 日（基準日）　に住民登録をして

いる人で、平成 26 度の住民税が課税されていな
い人。ただし、扶養している人が課税されている
場合や、生活保護制度の被保護者となっている場
合などは対象外です。

◇給付額　　対象者１人につき１万円。
　 また、対象者の中で次に該当する人は 5 千円が加

算されます。
　・ 老齢基礎年金、障害基礎年金、児童扶養手当等

の受給者等。
『子育て世帯臨時特例給付金について』

◇支給対象者
　 平成 26 年 1 月 1 日（基準日）における 1 月分の

児童手当の受給者で、児童手当所得制限に満たな
い人です。

◇給付額　対象児童１人につき１万円。
　（ ＊ただし、臨時福祉給付金の対象者及び生活保

護の被保護者等は対象外です。）
『小国町での申請手続きについて』

　6 月の中旬以降に山村開発センターでの申請受付
を予定しています。
　申請方法や日程等は、後日発行するチラシや小国
チャンネル等でお知らせしますのでご確認ください。

【お問い合わせ先 】
問制度について
　厚生労働省専用ダイヤル  ☎ 0570（037）192
問申請方法等について　
　小国町役場福祉課  ☎ 46-2116

寄附のお礼
小国郷にお住まい又はご出身の「昭和 29・
30 年生まれ還暦会」の皆様から、教育の振
興のため多額のご寄附をいただきました。ま
た、㈱カセル津埜幸則様からも、町の振興の
ために多額のご寄付をいただいています。ご
厚意に感謝し厚くお礼申し上げますとともに、
ご意向に応えられるよう有意義に活用させて
いただきます。ありがとうございました。

『臨時福祉給付金』と『子育て世帯臨時特例給
付金』のお知らせ
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5 16 615
皐月 水無月

水 道 当 番 店

18 日

（ 有 ）  宇 野 電 器 ☎ 46-2240

（ 有 ）   財 津 総 業 ☎ 46-2819

キタ ザト 商 店 水 道 部 ☎ 46-6148

25 日

（ 有 ）　 産　　　  興 ☎ 46-2507

（ 有 ）   穴 井 住 設 ☎ 46-2331

宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

1 日

小 野 水 道 工 事 店 ☎ 46-3190

佐 藤 設 備 ☎ 46-5174

た か の 住 設 ☎ 46-2731

8 日

北里電業水道設備（有） ☎ 42-1009

大 塚 水 工 ☎ 46-2163

志 屋 水 道 ☎ 46-4625

15 日

（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎ 46-2231

（ 資 ） 小 国 資 源 開 発 ☎ 46-4078

瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

6

5

消 費 生 活 相 談
問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　　5 / 20・ 27　　　6 / 3・10

木 　　5 / 22・ 29　　　6 / 5・12

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00 ～ 16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの

かた、債務問題でお悩みのかたは、気軽にご相談
ください。

※電話相談も受け付けています。

学 校 公 開 日
6 / 16 月 小国小・小国中　9：30 ～ 12：30

　熊本県では、死亡したり弱ったりした野鳥を発見し
た場合、必要に応じて鳥インフルエンザ感染の有無に
ついて調査を行っています。
　これは、野鳥が鳥インフルエンザウイルスに感染し
たことを早期に発見し、野鳥での感染拡大やニワトリ
などの感染を予防するために行うものです。
　もし、死亡した野鳥を見つけた際は、熊本県自然保
護課または阿蘇地域振興局まで情報の提供をお願い
します。
　なお、野鳥はさまざまな理由で死亡することがあり
ます。

※死んだ野鳥には素手で触らないでください。

　問熊本県自然保護課　
　　☎096-333-2275
　問阿蘇地域振興局
　　☎22-1111

死んだ野鳥を発見した
場合の対応について

　税 務 告 知 板
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

　今月の町税についてお知らせします。
◎固定資産税（第 1 期分）
◎納期限及び口座振替日：5 月 26 日（月）
　 税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお

願いします。
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130　
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元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

21 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

22 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

23 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

27 火 13：30 ～ 倉原公民館

28 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

29 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

30 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小学校

4 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原公民館

5 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

6 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

10 火 13：30 ～ 倉原公民館

11 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

16 金

17 土 美術教室（美術コース）13：00～16：00

18 日 小国中体育大会　　　　　　パラソル休館日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金
無料法律相談 開発 10：00 ～ 15：00
すこやか育児相談 開発 10：00 ～ 12：00

24 土 美術教室（ファミリーコース）10：00～12：00

25 日 パラソル休館日

26 月 心配ごと相談 パラソル 10：00 ～ 11：30

27 火

28 水

29 木
第 47 回 300 歳ソフトボール大会
　　開会 19 時～（林間広場）

30 金

31 土

1 日 パラソル休館日

2 月 小国町防災会議

3 火 特設人権相談所 パラソル 10：00 ～ 15：00

4 水
3 ～ 4 か月児健診・6 ～ 7 か月児健診
  開発  受付：13：00 ～ 13：15

5 木 小国家畜市場

6 金
年金相談開発 405 号室 10：00 ～ 15：00

【予約制℡ .096(367)2503】

7 土 美術教室（美術コース）13：00～16：00

8 日 小国町防災訓練（大字上田地区）パラソル休館日

9 月 心配ごと相談 パラソル 10：00 ～ 11：30

10 火 行政相談 パラソル 10：00 ～ 12：00

11 水

12 木

13 金

14 土 美術教室（ファミリーコース）13：00～16：00

15 日 パラソル休館日

休日在宅医
5/18~
     6/15 小 国 公 立 病 院 ☎ 46-3111

18 眼 科　 古 嶋 医 院 ☎ 34-0008

25 阿 蘇 温 泉 病 院 ☎ 32-0881

1 市 原 胃 腸 科 外 科 ☎ 34-1211

8 一 の 宮 整 形 外 科 ☎ 22-3911

15 松見内科クリニック ☎ 22-0260

17

おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  開発  開発センター

6

5

5

6

5

6

※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。
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町のうごき
平成 26 年 4 月 1 日現在（前月比）

総人口　7,788 人　（− 76）
男　性　3,706 人　（− 39）
女　性　4,082 人　（− 37）
世帯数　3,080 人　（− 14）

大正 4 年、柴三郎博士は郷里
に恩返しをと、私財を投じて図
書館を設置。北里文庫と命名し
た。建設後は、図書を購入し、
司書の費用を負担するなど郷里
の青少年の教育に厚く貢献。

「博士が故郷に残したもの」
北里田代　原山　勝さん

私 が 小 学 生 の 頃（昭 和 一 桁
頃）、北里博士の生家は北里川
より記念館に向かって道路沿い
の右側にありました。（手前が
商店でその奥。のちに移築され
た。）敷地には大小さまざまの
庭木などがあり、その一角に現
在の生家が建っており、当時は
北里小学校の先生一家が住ん
でいました。記念館の入り口は
現在のままで、その上に「北里
文庫」がありました。当時、県
内では県立図書館に次ぐ蔵書数
で、今でいう司書のような方が
おられました。雑誌・伝記・童
話集・各種参考書や資料などが
たくさんあり、借りて帰ることも
できました。子どもの私たちに
とっては、小学生の学年別雑誌
を読むことと、その雑誌につい
ている付録をもらうことが楽し
みでした。なかには毎日のよう
に通っている級友もいましたが、
私は自宅まで距離があり農家で
ある家の手伝いもあったので、

月に７回位しかも短時間利用し
て走って帰っていました。文庫
利用日数によりランクがあり貰え
る品（付録）が違い、ノートや
鉛筆、消しゴムなどをもらって
喜んだことが懐かしく思い出さ
れます。

北里文庫の裏には、管理人の
宿舎があり、そこには北里小学
校の先生一家が代々住んでいま
した。 先生宅に遊びに行くと、
日ごろランプの灯りで宿題をして
いた私には電灯の下での読書が
まばゆく感じられました。

昭和 23 年頃、地域にお医者
がいない状況で不便だったの
で、西里・北里協議会で医者の
招へいに努め、宝泉寺に復員し
て間もない武石守医師に来て頂
き、文庫の一角に住宅と診療所
を建設。「西北診療所」として
維持できました。その頃は、図
書閲覧室は戦争の影響で閉館と
なっており広々としていたので、
手術後の入院や急患者のために
使用されていました。

私は、獣医師になる為に鳥取
高等農林学校（現・鳥取大学）
進みました。そこで柴三郎博士
の偉大なる業績を学ぶことがで
き、「博士は同郷の大先輩であ
る」と、級友たちに誇らしげに
語った日が思い出されます。

 

北里文庫落成記念での集合写真
（大正 5年 8月）
資料提供：学校法人北里研究所

前原の１本桜
年々この桜を見に訪れる人が増えてい

ます。背景には湧蓋山。

早朝よりカメラを覗き、自分の中で「最

高の一瞬」を撮るためと寒さに負けず

集中していました。

カメラマン曰く「前原の１本桜は、景

観も素晴らしいがそこに住む人の生業

（なりわい）を感じる」と。

この景観、自然、そして何より人々の

暮らしを感じる１本桜。

オンリーワンの存在のようで、

また来年も楽しませてください。

新緑が綺麗な時期になり、なぜか

心までウキウキしてきます。

さて、5月の名物行事といえば杖立

温泉伝承芝居。これぞ大衆演劇。

私も過去 7 回、子分役から悪党、

そして女形と出演しました。

客席からの笑いや泣きに、一喜一

憂しながら、自分の世界にどっぷ

りと入り込むところに醍醐味があ

ります。芝居当日は、ドキドキし

始まればワクワクし、終わればワ

イワイとなります。

約 3週間の短い練習で芝居を作り

上げていく過程では、いろんなこ

とがありますが、人と人が繋がっ

ていく感覚があります。

こうやって歴史が作られ、伝承し

ていくことなんでしょうね。

杖立温泉がひとつになる「杖立温

泉伝承芝居」をぜひご覧ください。

　

（タカツナ）

季節の写真
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小国のお宝④

先月号では、小国町の指定史跡である北里柴三郎博士旧邸をご
紹介しました。今月は、それにまつわる地域での出来事や愛さ
れ親しまれてきたその思い出をご紹介します。

町 指 定 史 跡
　北里柴三郎博士旧邸　       その❷

〜北里文庫にまつわる話〜

編  集  後  記


